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➣ ⾃然と⼈の暮らしが調和する⽇本らしい国⽴公園の
ポテンシャルを活⽤し、世界⽔準の「ナショナルパーク」
としてブランド化
⽇本の国⽴公園を、世界の旅⾏者が⻑期滞在したい
と憧れるデスティネーションへ

２．課題

１．現状とポテンシャル

Ⅰ．背景

※ 外国⼈が⽇本の旅⾏で体験したいこと：１位 ⽇本料理、２位 ⾃然、７位 温泉（環境省調査2015）

インバウンドに対して、国⽴公園のポテンシャルが⼗分に引き出され
ていない

①外国⼈が満喫できるメニュー、快適な利⽤環境の未整備
→魅⼒的なツアーの開発不⾜、多様なアクティビティや受⼊れ体制の不備

②外国⼈をも魅了する公園利⽤拠点の不備
→国⽴公園の結界感の不⾜、ふさわしいまちなみ景観や上質な⺠間施設の
整備不⾜

③外国⼈に⽇本の国⽴公園の魅⼒が伝わっていない
→世界的な認知度不⾜

⽇本の国⽴公園は、優れた⾃然のみならず、その⾃然に育まれた
伝統⽂化や⾷などの地元特有の⼈の暮らしに触れられる公園

※国定公園についても
都道府県の取組を促進

●ビューポイントを核とした優先改善
●ナショナルパークに
ふさわしいまちなみ景観の形成
【国交省・観光庁と連携】

●海外の富裕層も惹きつける
質の⾼い⺠間施設の円滑な誘致

⼤会議場、ショッピング施設等を公園事業
施設の付帯として認められる基準を明確化

●インバウンドの受⼊れ環境の整備

・IT活⽤による観光・安全等の情報提供等

●質の⾼いガイドの育成

●地域⾃然資産法の活⽤促進によ
る⼊域料徴収

●保護すべき区域と観光に活⽤する
区域の明確化

上質感の創出上質感の創出満喫メニューの充実・⽀援満喫メニューの充実・⽀援

Ⅱ．具体的取組

まずは5カ所程度の国⽴公園で、「国⽴公園ステップアッププログラム2020」
(仮称)を策定し、2020年を⽬標に、以下の取組を計画的、集中的に実施

国⽴公園満喫プロジェクト

海外への情報発信強化海外への情報発信強化
●効果的に海外に情報発信
【外務省・観光庁と連携】

地域の⾃然・伝統等を活かした
外国⼈向けツアー（アウトドア、⽂化体験等）の開発

伝統芸能の鑑賞

環境省ビジターセンターに
⺠間ツアーデスクを設置

温泉体験プログラム・
健康増進ツアー（ＴＯＪＩ）の開発

官⺠連携した
まちなみの統⼀

全国の国⽴公園に展開！！
2020年までに外国⼈の国⽴公園利⽤者数を1000万⼈に！

景観に配慮したコンビニ

観光資源の有効活⽤を⽬的
とした関係省庁や関係⾃治
体の⼀体的な取組の強化

観光資源の有効活⽤を⽬的
とした関係省庁や関係⾃治
体の⼀体的な取組の強化
●地域協議会の設置

国⽴公園の「ナショナルパーク」としてのブランド化



地域の⾃然観光資源を活⽤したエコツーリズムの推進

エコツーリズムとは

旅⾏者が、ガイドに案内や助⾔を受
けて、⾃然観光資源の保護に配慮し
ながら、ふれあい、学び、知る活動の
ことを指します。
⽇本の美しい⾃然については、訪⽇
外国⼈の興味関⼼も⾼い。

【出典：観光庁「訪⽇外国⼈消費動向 平成26年10-12⽉期報告書“】

環境省事業
エコツーリズム総合推進事業
(平成28年度予算額：15,408千円）
・環境省HP内の「エコツーリズムのススメ」やエコツーリズム⼤賞
などにより普及啓発を⾏う。

エコツーリズムガイド等養成事業
(平成28年度予算額：10,646千円）
・観光協会、宿泊業者等エコツーリズム
推進の要となる地域住⺠も対象とした
ガイド、コーディネーターの育成

・既存ガイド等の能⼒向上、連携の促進

エコツーリズム推進アドバイザー派遣事業
(平成28年度予算額：3,100千円)
・エコツーリズム等を活⽤した地域活
性化に取り組む地域に対して、有識
者をアドバイザーとして派遣

・エコツーリズムの推進にあたっての課
題の解決を⽀援

エコツーリズム地域活性化⽀援事業（交付⾦）
(平成28年度予算額：24,800千円)
・エコツーリズム等に取り組む地域協議会等への⽀援
・地域協議会は多様な主体で構成（市町村の参加は必
須）
・プログラムづくり等に要する経費の2分の1を交付

「⽇本再興戦略 –JAPAN is BACKー」
「⽇本再興戦略改訂2015･改⾰2020」
「観光⽴国実現に向けたアクション・プログラム2015」にも観光
の重要施策として記載

閣議決定等
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